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日
本
を
牽
引
す
る「
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
業
」を
体
験

～
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
～

　

情
報
・
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
（
野
沢
慎
吾
部

会
長
）
は
９
月
29
～
30
日
に
、
参
加
者
26
名

で
視
察
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の

視
察
で
は
、
日
本
最
大
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

「
㈱
ア
ッ
ト
東
京
」
や
新
宿
に
新
た
に
開
業
し

た
「
バ
ス
タ
新
宿
」
を
見
学
、
さ
ら
に
「
帝

国
ホ
テ
ル
」
に
宿
泊
し
、
日
本
を
牽
引
す
る

最
先
端
の
「
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
業
」
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

㈱
ア
ッ
ト
東
京
で
は
、
厳
重
な
デ
ー
タ
管

理
体
制
や
地
震
や
テ
ロ
等
に
も
対
応
で
き
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
な
ど
、
詳
し
い
解
説

を
聞
く
と
と
も
に
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ス
タ
新
宿
は
、
新
宿
駅
南
口
地

区
に
今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
鉄
道
駅
や

高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
タ
ク
シ
ー
乗
降
場

な
ど
を
集
約
し
た
総
合
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、

そ
の
概
要
と
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
展
望
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
フ

ロ
ン
ト
支
配
人
か
ら
サ
ー
ビ
ス
体
制
な
ど
の

講
演
を
聞
い
た
あ
と
、
実
際
に
宿
泊
し
日
本

最
先
端
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
体
験
し
ま
し
た
。

地
域
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を
視
察

～
金
融
業
部
会
～塩川酒造㈱の仕込蔵で酒造りの説明を聞く

　

金
融
業
部
会
（
並
木
富
士
雄
会
長
）
は
10

月
３
日
に
、
参
加
者
18
名
で
新
潟
市
内
に
お

い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
展
開
を
し
て
い
る

２
社
を
視
察
見
学
し
ま
し
た
。

　

㈱
佐
文
工
業
所
は
、
工
業
用
の
ミ
シ
ン
部

品
を
製
造
し
て
お
り
、
製
品
の
約
７
割
を
輸

出
、
60
ケ
国
以
上
の
国
々
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
工
場
内
で
は
、
切
削
や
研

磨
加
工
に
よ
っ
て
各
種
の
製
品
が
出
来
上
が

る
様
子
を
間
近
に
見
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
塩
川
酒
造
㈱
で
は
、
大
手
の
蔵
元

に
負
け
な
い
よ
う
な
、
ア
イ
デ
ア
と
工
夫
で

海
外
展
開
を
し
て
い
ま
す
。手
造
り
一
筋
で
、

欧
米
の
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
な
ど
で
も
幅
広
く

好
ま
れ
る
独
自
の
酒
造
り
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

「
建
設
業
界
の
雇
用
環
境
改
善
と

担
い
手
確
保
に
つ
い
て
」

～
建
設
・
不
動
産
業
部
会
～

　

建
設
・
不
動
産
業
部
会
（
本
間
達
郎
部
会

長
）
は
、
10
月
４
日
に
出
席
者
23
名
で
部
会

を
開
催
し
、
建
設
業
界
の
雇
用
環
境
改
善
と

担
い
手
確
保
に
つ
い
て
、
新
潟
労
働
局
や
北

陸
地
方
整
備
局
の
担
当
者
を
講
師
に
招
き
、

建
設
労
働
を
め
ぐ
る
情
勢
や
雇
用
改
善
に
資

す
る
各
種
施
策
や
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
通
り
。

・
建
設
業
の
雇
用
者
数
は
、
全
産
業
の
７
・

８
％
に
当
た
る
5
0
0
万
人
に
の
ぼ
り
、
地

域
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
確
保
に
大
き
な
役

割
を
発
揮
し
て
い
る
。
建
設
業
を
支
え
て
い

る
の
は
個
々
の
労
働
者
の
技
術
や
技
能
で
あ

り
、
若
年
労
働
者
の
確
保
、
育
成
と
技
能
継

承
が
不
可
欠
で
あ
る
。

・
若
者
の
採
用
、
育
成
に
積
極
的
で
、
若
者

の
雇
用
管
理
の
状
況
な
ど
が
優
良
な
中
小
企

業
を
「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
」
と
し
て

認
定
す
る
制
度
が
昨
年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ

て
い
る
。

・
技
能
者
の
資
格
や
就
労
実
績
を
業
界
統
一

の
ル
ー
ル
で
蓄
積
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て

「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
が
始
ま
っ
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
運
用
が

開
始
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

や
り
が
い
の
持
て
る

組
織
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ

～
工
業
部
会
～社員満足度の重要性を考える部会員

　

工
業
部
会
（
渋
井
信
之
部
会
長
）
は
、
10

月
４
日
に
出
席
者
30
名
で
部
会
を
開
催
し
、

㈱
総
合
教
育
研
究
所
代
表
取
締
役
の
石
橋
正

利
氏
を
講
師
に
招
き
、「
西
精
工
と
万
協
製

薬
か
ら
学
ぶ
『
人
が
育
つ
組
織
づ
く
り
』」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

石
橋
氏
は
、「
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満
足
）
に
取

り
組
ん
で
い
る
企
業
は
多
い
が
、
Ｅ
Ｓ
（
社

員
満
足
）
に
取
り
組
む
企
業
は
少
な
い
。
人

の
役
に
立
つ
か
ど
う
か
で
社
員
満
足
度
は
全

く
異
な
る
。
社
員
が
人
の
役
に
立
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
で
き
る
組
織
に
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、新
潟
商
工
会
議
所
の
役
員
・
議
員

改
選
期
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、９
～
10
月
に
開

催
さ
れ
た
各
部
会
に
お
い
て
、正
副
部
会
長
及

び
２
号
議
員（
部
会
選
出
）の
選
任
を
行
い
ま

し
た
。新
た
に
選
任
さ
れ
た
方
々
は
４
～
５

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

帝国ホテルにてフロント支配人
高橋氏による講演を聞く参加者
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会議所の き動
「
健
康
経
営
」を
考
え
る
講
演
会
と

大
阪
の
先
進
施
設
の
視
察
を
実
施

～
教
育
福
祉
医
療
部
会
～

　

教
育
福
祉
医
療
部
会
（
渡
邉
毅
部
会
長
）

は
、
10
月
５
日
に
参
加
者
21
名
で
部
会
を
開

催
し
、
新
潟
青
陵
大
学
大
学
院
教
授
の
中
平

浩
人
氏
が
「『
健
康
経
営
』
と
は 
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
制
度
義
務
化
で
考
え
る
」
と
題
し

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
平
氏
は
、「
近
年
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
者
は
増
加
傾
向
で
あ
り
、
会
社
経
営
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
企
業
側

は
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
な
ど
を
活
用
し

て
職
場
環
境
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
で
、
労
働

生
産
性
の
向
上
か
ら
経
営
面
で
の
プ
ラ
ス
効

果
が
期
待
さ
れ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
26
、
27
日
の
２
日
間
の
日
程

に
よ
り
、
参
加
者
12
名
で
大
阪
方
面
の
先
進

施
設
を
視
察
見
学
し
ま
し
た
。

　

大
阪
大
学
大
学
院
の
「
最
先
端
医
療
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
産
学
連
携

で
進
め
る
新
薬
の
開
発
現
場
や
先
端
的
な
医

療
技
術
の
研
究
施
設
を
見
学
し
、
武
田
薬
品

工
業
㈱
大
阪
工
場
で
は
、
海
外
向
け
薬
品
の

製
造
ラ
イ
ン
で
、
極
め
て
厳
重
な
品
質
管
理

体
制
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
日
本
最
大
級
の
健
康
・
福
祉
・

介
護
関
連
の
常
設
展
示
場
で
あ
る
「
Ａ
Ｔ
Ｃ

エ
イ
ジ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
車
い

す
の
様
々
な
コ
ー
ス
体
験
や
装
具
を
つ
け
て

の
高
齢
者
疑
似
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
版
交
通
政
策
白
書
に
つ
い
て

～
輸
送
業
部
会
～講演する鈴木氏

　

輸
送
業
部
会
（
髙
橋
浩
部
会
長
）
は
、
10

月
11
日
に
出
席
者
16
名
で
部
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
公
共

交
通
政
策
部
の
鈴
木
健
弘
氏
よ
り
、
昨
年
度

か
ら
作
成
・
発
表
さ
れ
て
い
る
「
交
通
政
策

白
書
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

鈴
木
氏
は
、
旅
客
・
貨
物
輸
送
量
の
推
移

や
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
お
よ
び
課
題
の
ほ

か
、取
り
組
み
の
一
例
と
し
て
、ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
活
用
や
既
存
設
備
と
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
、
労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
計
画

や
女
性
や
若
年
者
へ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
こ
と
で
人
材
確
保
に
つ
な
げ
て
い
る
事

例
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
の
伊
勢
・
志
摩
を
視
察

～
商
業
部
会
～

　

商
業
部
会
（
小
島
和
夫
部
会
長（
当
時
））

は
、
10
月
12
日
か
ら
13
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
参
加
者
21
名
で
視
察
見
学
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
今
年
５
月
に
行
わ
れ
た
Ｇ
７
首

脳
会
議
「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
地

に
も
な
っ
た
伊
勢
・
志
摩
を
訪
問
。
伊
勢
神

宮
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
る
「
お

か
げ
横
丁
」
で
は
、
担
当
者
に
よ
る
説
明
を

受
け
な
が
ら
視
察
見
学
を
し
た
ほ
か
、
真
珠

養
殖
発
祥
の
地
・
英
虞
湾
に
位
置
す
る
「
真

珠
の
里
」
で
は
、
参
加
者
全
員
で
真
珠
の
取

り
出
し
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
貴
重
な
体
験
が
出
来
て

良
か
っ
た
」と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、

「
賑
わ
い
の
あ
る
地
域
で
は
、
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
受
け
入
れ
態
勢
が
整
っ
て
い

る
」
な
ど
、
先
進
地
の
取
り
組
み
に
感
心
す

る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

県
内
企
業
の
食
輸
出
の
現
状
に
つ
い
て
研
究

～
国
際
貿
易
委
員
会
～

　

国
際
貿
易
委
員
会
（
西
岡
徹
浩
委
員
長
）

は
、
10
月
６
日
に
本
年
度
２
回
目
と
な
る
委

員
会
を
、
参
加
者
18
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
委
員
会
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
新
潟
県
産
品
の
輸
出
拡
大
」
に
関
す
る
研

究
の
一
環
と
し
て
、
す
で
に
食
品
の
輸
出
を

行
っ
て
い
る
企
業
２
社
（
㈱
ネ
ク
ス
テ
ィ
、

㈱
ウ
オ
シ
ョ
ク
）
か
ら
海
外
展
開
に
至
る
経

緯
や
現
状
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

両
社
と
も
国
際
見
本
市
出
展
な
ど
を
契
機

に
各
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ

け
て
現
地
へ
の
輸
出
に
繋
げ
て
お
り
、
商
流

発
掘
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し

た
。

　

説
明
後
の
意
見
交
換
で
は
、
現
在
は
行
政

や
民
間
事
業
者
、
業
界
団
体
な
ど
の
そ
れ
ぞ

れ
が
独
自
に
取
り
組
ん
で
い
る
海
外
販
路
開

拓
事
業
や
海
外
向
け
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、「
オ
ー

ル
新
潟
」
態
勢
で
臨
む
こ
と
が
必
要
と
の
意

見
で
一
致
し
ま
し
た
。

伊勢神宮を参詣

武田薬品工業㈱大阪工場で説明を受ける参加者


